
一
、
序

　

文
学
の
風
潮
や
ジ
ャ
ン
ル
の
発
生
・
高
揚
は
個
別
的
に
起
こ
る
も
の
が
や
が

て
一
世
を
風
靡
す
る
も
の
へ
と
展
開
す
る
過
程
を
辿
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
が

特
定
の
歴
史
時
期
に
結
び
付
け
ら
れ
る
基
底
に
そ
の
社
会
の
拠
っ
て
立
つ
思

想
・
風
俗
や
政
治
制
度
の
背
景
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
六
朝
文
学
で
も
南
朝

の
民
間
楽
府
と
い
え
ば
晋
・
宋
を
挙
げ
、
文
人
の
作
っ
た
艶
詩
と
な
れ
ば
、
ま

ず
斉
・
梁
を
置
い
て
他
に
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　

斉
梁
の
艶
詩
は
ま
た
宮
体
詩
と
も
い
う
。
元
は
楽
坊
の
女
優
が
歌
う
艶
曲
の

歌
詞
で
あ
り
、
主
に
男
女
の
愛
情
を
内
容
と
す
る
ほ
か
、
声
調
の
抑
揚
と
対
偶

の
表
現
な
ど
詞
藻
に
凝
る
詩
風
を
特
徴
と
す
る
。
梁
に
至
っ
て
、
簡
文
帝
の
蕭

綱
が
若
い
頃
よ
り
好
ん
で
作
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
世
の
流
行
と
な
り
、
文
人
達

が
こ
ぞ
っ
て
艶
詩
の
制
作
に
熱
中
し
た
。
こ
の
斉
梁
艶
詩
に
対
し
て
従
来
の
論

者
の
殆
ど
が
批
判
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
亡
国
の
音
と
い
い
、
国
家
を
傾
け
覆
し

た
と
指
弾
す
る
も
の
ま
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
元
代
の 

経
が
隋
唐
ま
で
の
文

芸
史
を
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

六
経
に
虚
文
無
く
、
三
代
に
文
人
無
し
。
戦
国
の
末
、
屈
宋
始
め
て
文
章

を
為
す
。
漢
興
り
て
、
孝
武
歌
詩
を
為
す
雖
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
未
だ
以

て
学
と
為
ざ
る
な
り
。
宣
・
元
・
成
・
哀
に
至
り
、
皆
経
術
に
務
め
、
儒

臣
を
以
て
輔
相
と
為
す
。
経
理
を
講
論
し
、
皇
業
を
潤
色
す
。
新
莽
の
偽

と
雖
も
、
亦
た
六
芸
を
誦
じ
、
王
制
を
究
む
。
世
祖
に
逮
び
、
諸
生
を
以

て
漢
の
明
章
を
復
し
、
皆
北
面
し
て
業
を
受
く
。
三
公
九
卿
、
経
に
明
る

く
行
を
修
む
る
人
に
非
ら
ざ
る
無
し
。
顧
る
に
未
だ
二
帝
三
王
の
学
に
及

ば
ざ
れ
ど
、
亦
た
自
ず
と
有
用
に
し
て
、
虚
文
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
丕
の

簒
代
す
る
に
至
り
、
專
ら
文
章
を
以
て
務
め
と
為
し
、
一
時
の
学
士
大
夫
、

公
卿
大
臣
、
專
門
名
家
と
も
ど
も
、
流
風
波
蕩
し
て
、
復
び
遏
む
可
か
ら

ず
。
宋
・
斉
・
梁
・
陳
に
至
り
て
、
簡
文
・
元
帝
・
長
城
公
の
輩
の
如
き

は
、
益
ま
す
浮
艶
を
為
し
、
君
臣
と
も
ど
も
宣
淫
し
、
自
ら
風
流
天
子
と

謂
ひ
、
卒
に
社
を 

け
宗
を 

む
。
浸
淫
し
て
隋
唐
に
及
び
、
明
智
な
る

君
は
、
皆
辞
章
を
喜
ぶ
。
遂
に
篇
題
を
以
て
士
を
取
び
、
世
を
舉
げ
て
虚

文
を
事
と
し
文
を
為
る
。
人
復
び
二
漢
の
経
術
を
知
ら
ず
、
况
ん
や
唐
虞

の
学
か
   

。

　

①

　

稍
長
い
引
用
だ
が
、 

経
の
文
史
観
は
徹
底
し
た
尚
古
主
義
で
あ
る
。
専
ら

経
学
を
崇
め
、
た
と
え
文
章
経
国
を
標
榜
す
る
と
し
て
も
、
魏
の
文
帝
以
降
の

麗
辞
を
重
ん
じ
る
文
学
の
発
展
を
完
全
に
否
定
し
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
極
端
的

と
も
い
え
る
認
識
は
、
治
世
に
関
わ
る
経
学
を
伝
統
的
に
重
視
し
て
き
た
中
国

（
一
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

で
は
代
表
的
意
味
を
有
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
け
て
も
南
朝
の
艶
詩
に
対
す

る
そ
の
批
判
は
古
く
か
ら
あ
り
、
近
現
代
に
至
っ
て
な
お
斉
梁
の
艶
詩
を
淫
靡

で
腐
朽
し
た
文
芸
と
視
る
者
が
少
な
く
な
い
   

。

　

②

　

斉
梁
の
艶
詩
は
南
朝
の
民
謡
と
関
わ
り
が
深
い
。
こ
の
点
巳
に
通
説
に
な
っ

て
い
る
。
蕭
滌
非
氏
は
斉
梁
の
艶
詩
と
楽
府
の
艶
曲
の
関
係
を
指
摘
し
た
う
え
、

そ
の
発
生
の
理
由
と
し
て
地
理
、
政
治
、
風
尚
、
思
想
、
制
度
方
面
の
原
因
を

挙
げ
て
い 
る 
。
甚
だ
周
到
な
論
述
で
あ
る
が
、
そ
の
見
方
に
な
お
議
論
の
余
地

③

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

南
朝
の
艶
詩
は
元
来
艶
曲
の
詞
章
で
あ
り
、
楽
詩
の
変
遷
消
長
に
深
く
関
わ

る
以
上
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
中
国
伝
統
の
礼
楽
文
化
、
儒
教
の
礼
楽
思
想
と

関
わ
り
を
持
つ
。
よ
っ
て
こ
こ
に
斉
梁
艶
詩
の
性
格
と
そ
れ
を
支
え
る
思
想
的

背
景
に
つ
い
て
、
此
か
検
討
を
加
え
た
い
。

二
、
儒
学
の
復
興

　

斉
梁
に
艶
詩
が
風
靡
す
る
思
想
的
原
因
に
関
し
て
、
従
来
は
自
由
放
任
を
主

張
す
る
玄
学
の
影
響
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
玄

学
が
最
も
盛
ん
な
魏
晋
の
世
に
艶
詩
が
流
行
ら
な
か
っ
た
の
か
を
説
明
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
艶
詩
流
行
の
理
由
を
む
し
ろ
別
の
処
に
求
め
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

劉
宋
以
降
、
玄
・
儒
・
史
・
文
の
四
学
が
並
び
立
ち
、
儒
・
佛
・
道
三
教
が

共
に
行
わ
れ
た
の
が
南
朝
文
化
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
思
想
的
傾
向

と
し
て
特
に
佛
教
が
日
増
し
に
影
響
を
深
め
た
外
、
魏
晋
を
風
靡
し
た
玄
学
が

相
対
的
に
後
退
す
る
の
に
対
し
て
、
儒
学
は
復
興
す
る
動
き
が
著
し
い
。
正
史

に
こ
の
類
の
記
載
が
少
な
く
な
い
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、
ま
ず
『
宋

書
』
傅
隆
伝
論
に
あ
る
。

自
黄
初
至
于
晋
末
、
百
餘
年
中
、
儒
i
盡
矣
。
�
祖
受
命
、
議
創
国
学
、

 

車
早
晏
、
道
未
及
行
。
迄
于
元
嘉
、
甫
獲
克
就
。
雅
風
盛
烈
、
未
及
曩

時
而
済
済
焉
、
頗
有
前
王
之
遺
典
。
天
子
鸞
旗
警
蹕
、
清
道
而
臨
学
館
；

儲
后
冕
旒
黼
黻
、
北
面
而
礼
先
師
。
後
生
所
不
嘗
聞
、
黄
髮
未
之
前
覩
、

亦
一
代
之
盛
也
。

　

魏
晋
よ
り
百
年
来
儒
教
が
衰
微
し
た
の
に
対
し
て
、
劉
宋
の
初
め
か
ら
儒
学

を
立
て
る
議
が
あ
り
、
元
嘉
年
間
に
至
っ
て
国
学
す
な
わ
ち
儒
学
が
復
興
し
、

「
雅
風
盛
烈
」
た
る
盛
況
は
漢
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
天
子
が
自
ら
学
館
に
臨
み
、

皇
太
子
が
先
師
の
孔
子
を
礼
拝
す
る
こ
と
か
ら
「
ま
た
一
代
の
盛
り
」
と
称
さ

れ
た
。
ま
た
『
南
斉
書
』
劉 

伝
に
見
え
る
。

建
元
肇
運
、
戎
警
未
夷
。
天
子
少
為
諸
生
端
拱
、
以
思
儒
業
。
載 

干
戈
、

遽
詔
庠
序
。
永
明
纂
襲
、
克
隆
均
校
。
王
儉
為
輔
、
長
於
経
礼
、
朝
廷
仰

其
風
、
胄
子
観
其
則
。
由
是
家
尋
孔
教
、
人
誦
儒
書
、
執
卷
欣
欣
、
此
焉

彌
盛
。

　

斉
�
帝
の
蕭
道
成
が
若
い
時
儒
学
者
の
雷
次
宗
に
從
っ
て
学
業
を
受
け
、

『
礼
経
』
と
『
春
秋
左
氏
伝
』
を
修
め
た
。
そ
し
て
即
位
し
て
直
ち
に
国
学
設
立

の
詔
を
下
し
、
永
明
年
間
『
礼
』
に
長
ず
る
王
儉
を
得
て
儒
学
が
盛
ん
に
な
り
、

蕭
子
顯
が
そ
れ
を
「
人
の
儒
書
を
誦
ず
」
る
こ
と
「
こ
こ
に
お
い
て
彌
よ
盛
ん

な
り
」
と
い
う
。
そ
し
て
『
南
史
』
儒
林
伝
序
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

至
梁
武
創
業
、
深
愍
其
弊
。
天
監
四
年
、
乃
詔
開
五
館
、
建
立
国
学
、
總

以
五
経
教
授
、
置
五
経
博
士
各
一
人
。
於
是
以
平
原
明
山
賓
、
呉
郡
陸 

、

呉
興
沈
峻
、
建
平
嚴
植
之
、
会
稽
賀 

補
博
士
、
各
主
一
館
、
館
有
數
百

生
、
給
其 

稟
。
其
射
策
通
明
経
者
、
即
除
為
吏
。
於
是
懷
経
負
笈
者
、

雲
会
矣
。（
中
略
）
七
年
、
又
詔
皇
太
子
宗
室
王
侯
、
始
就
学
受
業
。
武
帝

親
屈
輿
駕
、
釈
奠
於
先
師
先
聖
、
申
之
以
讌
語
、
勞
之
以
束
帛
。
済
済
焉
、

（
二
）
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洋
洋
焉
、
大
道
之
行
也
如
是
。

　

南
朝
の
儒
学
は
梁
に
至
っ
て
高
潮
を
極
め
る
。
天
監
年
間
に
五
経
が
国
学
に

立
て
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
射
策
で
経
に
通
ず
る
者
が
身
分
を
問
わ
ず
に
官
僚

に
抜
擢
さ
れ
る
の
で
、
学
問
を
治
め
る
も
の
が
都
に
雲
集
し
た
。
そ
れ
に
武
帝

の
蕭
衍
が
「
少
く
し
て
学
に
篤
く
、
儒
玄
に
洞
達
す
。
萬
機
務
め
多
し
と
雖
も
、

猶
ほ
手
に
卷
を
輟
ま
ず
、
燭
を
燃
し
光
に
側
る
こ
と
、
常
に
戊
夜
に
至
る
」
   

と

　

④

い
う
勉
学
ぶ
り
で
、『
毛
詩
荅
問
』『
春
秋
荅
問
』『
尚
書
大
義
』
や
『
五
経
義

疏
』
な
ど
夥
し
い
経
学
書
を
著
し
た
う
え
、
自
ら
た
び
た
び
経
書
の
講
釈
も
し

た
。
だ
か
ら
、『
南
史
』
の
撰
者
・
李
延
壽
が
そ
れ
を
「
済
済
た
り
、
洋
洋
た
り
、

大
道
の
行
は
る
る
こ
と
か
く
の
如
し
」
と
讃
え
た
。
南
朝
儒
学
の
復
興
は
皇
室

が
積
極
的
に
提
唱
し
た
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
が
加
わ
っ
て
極
力
推
進
し
た
こ
と

を
特
徴
と
し
、
梁
の
武
帝
が
果
た
し
た
役
割
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
た
。

　

よ
っ
て
儒
学
の
復
興
は
南
朝
の
学
術
思
想
と
魏
晋
の
そ
れ
と
に
明
確
な
一
線

を
画
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
は
寒
族
出
身
の
皇
帝
が
即
位
す
る
の
に
伴
い
、

寒
族
出
身
の
者
が
遂
に
政
権
の
中
枢
を
握
っ
た
こ
と
と
共
に
、
宋
・
斉
・
梁
・

陳
の
四
朝
と
両
晋
わ
け
て
も
門
閥
世
族
が
政
権
を
壟
断
し
た
東
晋
と
を
区
別
す

る
重
要
な
理
由
の
一
つ
に
な
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
儒
教
の
経
学
に
通
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
官
吏
を
抜
擢
し
た
こ
と
は
取
り
も
直
さ
ず
魏
晋
以
来
貴
族
社
会
を

支
え
た
九
品
中
正
制
に
よ
る
官
吏
選
抜
を
変
質
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
唐
に

至
っ
て
完
成
さ
れ
た
科
拳
制
度
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
さ
え
い
え
る
。
李
延
壽
撰

『
南
史
』が
劉
宋
を
南
朝
の
始
ま
り
と
す
る
こ
と
は
決
し
て
由
な
し
と
し
な
い
の

で
あ
る
。

　

南
朝
の
儒
学
は
漢
代
の
と
違
い
独
り
尊
ば
れ
た
地
位
を
失
い
、
魏
晋
の
世
を

靡
か
せ
た
玄
学
の
洗
礼
を
受
け
た
。
と
は
い
え
、
経
学
が
経
世
の
学
問
と
し
て

為
政
者
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
劉 

に「
政
は
孝
経
に
あ
り
」

と
説
か
れ
た
斉
の
高
帝
が
「
儒
者
の
言
は
万
世
の
宝
と
す
べ
し
」
と
い
っ
た
こ

と
が
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
劉
宋
の
武
帝
か
ら
皇
室
が
儒
学
を
重
視
す

る
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
元
嘉
十
五
年
、
文
帝
・
劉
義
隆
が
儒
者
の
雷

次
宗
を
都
に
召
し
出
し
て
鶏
籠
山
に
学
館
を
開
か
せ
、「
徒
を
聚
め
て
教
授
し
、

生
百
餘
人
を
置
く
。
会
稽
の
朱
膺
之
、
潁
川
の 

蔚
之
、
並
び
て
儒
学
を
以
て
、

諸
生
を
總
監
し
」 
た 
。
雷
次
宗
は
年
少
の
時
廬
山
に
入
り
釈
慧
遠
に
師
事
し
、

⑤

志
篤
く
好
ん
で
儒
経
を
学
び
、
三
礼
（『
周
礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』）
と
『
毛
詩
』

に
尤
も
明
る
い
。
彼
は
儒
学
に
よ
り
名
が
知
ら
れ
て
も
隠
退
し
て
徴
辟
を
受
け

ず
、『
南
史
』
で
は
彼
の
こ
と
を
隱
逸
列
伝
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
漢
代
と
は

異
な
る
南
朝
儒
学
の
風
気
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、

彼
が
『
礼
』
と
『
詩
』
に
尤
も
明
る
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
南
朝
儒
学
の
一

つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

翻
っ
て
文
学
を
顧
み
る
と
、
儒
学
が
盛
ん
な
宋
の
元
嘉
、
斉
の
永
明
年
間
、

及
び
蕭
梁
の
時
代
は
い
ず
れ
も
文
学
の
隆
盛
期
で
も
あ
っ
た
。
元
嘉
以
降
、
玄
、

儒
、
文
、
史
の
四
学
が
並
ん
で
行
わ
れ
る
な
か
、
文
学
と
尤
も
関
わ
り
深
い
学

術
思
想
は
儒
学
で
あ
っ
た
。
玄
学
は
「
意
を
得
て
言
を
忘
る
」
る
こ
と
を
尚
む

の
で
、
好
ん
で
清
談
を
す
る
が
、
文
章
は
重
ん
じ
な
か
っ
た
。
西
晋
き
っ
て
の

風
流
人
で
名
高
い
楽
廣
が
潘
岳
に
文
章
を
代
筆
さ
せ
た
の
が
そ
の
象
徴
的
な
出

来
事
で
あ 
る 
。
よ
っ
て
文
学
に
玄
学
の
思
想
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ
っ
て

　

⑥

も
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
対
し
て
、
儒
学
は
「
文
質
彬
彬
と
し

て
、
然
る
後
君
子
な
り
」
と
主
張 
し 
、
孔
門
四
科
に
元
来
「
文
学
」
の
一
科
を

　

⑦

含
む
。
漢
代
で
は
或
い
は
儒
教
の
経
学
を
直
接「
文
学
」と
呼
ん
だ
り
し
た
。
孔

門
十
哲
の
中
で
子
游
と
子
夏
が
文
学
に
長
ず
る
こ
と
か
ら
、
後
世
文
章
を
得
意

と
す
る
も
の
を
「
游
夏
之
徒
」
と
も
称
し
た
が
、
子
游
は
主
に
「
礼
」
を
習
い
、

子
夏
は
「
詩
」
を
伝
え
た
。
従
っ
て
、
南
朝
の
文
学
は
が
確
か
に
曹
丕
の
提
唱
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

し
た
麗
辞
を
重
ん
じ
る
文
学
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
が
、
他
方
共
時
的
に
礼
と

詩
を
重
ん
じ
る
南
朝
の
儒
学
と
の
関
係
も
無
視
で
き
ま
い
。

三
、
礼
楽
の
源
流

　

南
朝
儒
学
の
復
興
は
三
礼
を
主
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
動
乱
が
引
き

続
い
た
時
世
か
ら
礼
制
の
整
備
に
よ
っ
て
安
定
し
た
社
会
秩
序
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
儒
教
の
唱
え
る
中
国
伝
統
の
礼
楽
制
度
に
お
い
て
、

礼
・
楽
・
刑
・
政
の
四
つ
が
不
可
分
的
に
繋
が
っ
て
い
る
。『
礼
記
』
楽
記
に

礼
は
民
心
を
節
し
、
楽
は
民
声
を
和
ま
し
、
政
は
以
て
こ
れ
を
行
ひ
、
刑

は
以
て
こ
れ
を
防
ぐ
。
礼
、
楽
、
刑
、
政
、
四
達
し
て
悖
ら
ば
、
則
ち
王

道
備
は
る

　

と
い
う
。
こ
こ
に
礼
と
楽
が
刑
（
法
）
と
政
よ
り
も
優
位
に
置
か
れ
、
後
二

者
は
あ
く
ま
で
も
礼
楽
制
度
の
実
現
を
保
障
す
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
と

こ
ろ
に
い
わ
ゆ
る
王
道
政
治
の
特
質
が
あ
る
。
そ
し
て
、
礼
と
楽
は
不
可
分
的

に
関
連
し
補
完
す
る
関
係
に
あ
り
、
儀
礼
の
場
で
は
必
ず
楽
を
演
奏
し
、
楽
曲

の
相
違
に
よ
り
儀
礼
の
軽
重
を
反
映
す
る
。
他
方
、
楽
の
果
た
す
人
間
関
係
を

融
和
す
る
「
和
楽
」
の
役
割
は
礼
に
よ
る
節
制
す
る
こ
と
の
厳
粛
性
と
相
正
反

対
す
る
の
で
、
常
に
礼
の
制
約
か
ら
逸
脱
す
る
恐
れ
を
孕
む
の
で
あ
る
。

　

楽
は
具
体
的
に
曲
と
辞
の
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
辞
す
な
わ
ち
詩
で
あ
る
。

儒
家
の
伝
授
し
た
六
経
に
楽
経
が
現
存
せ
ず
、
秦
の
始
皇
帝
が
焚
書
坑
儒
を
し

た
際
焼
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、『
礼
記
』
に
「
楽
記
」
が
あ
り
、

『
詩
経
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
章
が
す
べ
て
楽
詩
だ
か
ら
、『
楽
経
』
の
内
容
が
『
礼
』

と
『
詩
』
に
二
分
さ
れ
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
。
と
も
か
く
、
現
存
す
る

儒
学
の
経
典
で
い
え
ば
、
礼
楽
の
テ
ク
ス
ト
は
礼
経
と
詩
経
の
ほ
か
に
な
い
の

で
あ
る
。

　

中
国
の
礼
楽
制
度
は
周
王
朝
に
至
っ
て
大
い
に
整
備
さ
れ
、
風
・
雅
・
頌
に

三
分
さ
れ
る
詩
経
の
楽
章
は
そ
れ
ぞ
れ
宗
廟
祭
祀
楽
、
朝
会
宴
饗
楽
と
風
俗
歌

謡
曲
に
大
別
さ
れ
る 
が 
、
こ
こ
に
留
意
し
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

　

⑧

俗
楽
は
雅
楽
と
共
に
祭
祀
や
宴
饗
な
ど
宮
廷
儀
礼
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
早
く

も
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
周
礼
』大
司
楽
に
楽
官
が
一
括
し
て
管
轄
さ

れ
、
そ
の
下
で
、「
旄
人
、
散
楽
を
舞
ひ
、
夷
楽
を
舞
ふ
を
教
ふ
る
こ
と
を
掌
る
。

凡
て
四
方
の
舞
を
以
て
仕
ふ
る
者
属
す
。
凡
そ
祭
祀
賓
客
に
、
そ
の
燕
楽
を
舞

ふ
」
と
あ
る
。「
散
楽
」
は
す
な
わ
ち
野
人
の
楽
で
俗
楽
で
あ
る
。
よ
っ
て
俗
楽

も
夷
楽
も
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
二
つ
は
俗
楽
の
う
ち
国

風
の
周
南
と
召
南
の
詩
篇
が
宴
饗
儀
礼
の
正
楽
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
後
、「
無

算
楽
」
と
し
て
再
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
儀
礼
』
鄭
元
注
に
拠
れ
ば
、

「
無
算
楽
」
と
は
儀
式
の
次
第
と
関
係
な
く
、
た
だ
郷
楽
の
声
歌
と
楽
器
の
共
演

を
楽
し
め
ば
よ
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
宴
饗
儀
礼
の
楽
歌
と
し
て
実
際
に

雅
楽
よ
り
も
俗
楽
・
郷
楽
の
ほ
う
が
数
的
に
も
量
的
に
も
多
か
っ
た
の
は
古
来

の
通
例
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

周
の
礼
楽
が
夏
・
殷
の
制
度
を
取
捨
し
て
整
備
さ
れ
た
如
く
、
儀
礼
音
楽
は

時
代
と
共
に
沿
革
を
繰
り
返
す
も
の
で
あ
っ
た
。
周
の
礼
楽
が
崩
壊
し
た
後
、

六
国
を
統
一
し
た
秦
王
朝
が
短
命
な
た
め
、
礼
楽
を
整
備
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
漢
の
世
と
な
り
、
武
帝
の
時
に
至
っ
て
初
め
て
百
家
の
説
を
退
け
て
独
り

儒
学
を
尊
び
、
郊
祀
儀
礼
を
制
定
す
る
た
め
に
楽
府
を
設
立
し
た
。
そ
こ
で
諸

国
か
ら
歌
謡
を
採
集
し
て
そ
れ
に
楽
曲
を
付
け
た
り
、
ま
た
司
馬
相
如
、
李
延

年
な
ど
詩
賦
や
音
楽
の
名
人
を
抜
擢
し
て
、
詞
章
を
作
り
音
楽
を
吟
味
し
、「
郊

祀
歌
十
九
章
」
な
ど
を
製
作
し
た
。

　

楽
曲
や
歌
詞
を
管
理
す
る
官
署
の
楽
府
を
漢
の
武
帝
が
始
め
て
設
立
し
た
と

い
う
旧
説
に
関
し
て
今
だ
議
論
が
紛
糾
し
て
い 
る 
が
、
問
題
の
本
質
は
む
し
ろ

　

⑨

（
四
）
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西
周
以
来
の
礼
楽
制
度
に
対
す
る
根
本
的
変
革
が
漢
の
武
帝
に
至
っ
て
始
め
て

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。『
漢
書
』
礼
楽
志
に
時
の
宮
廷
礼
楽
を

「
皆
雅
声
に
あ
ら
ず
」
と
い
い
、
正
に
周
の
雅
頌
と
異
な
る
楚
声
が
漢
の
宮
廷
音

楽
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
新
し
い
王
朝
の
礼
楽
の
特
質
が
あ
り
、
楽
府
設
立
の
意

図
が
あ
っ
た
の
で
あ 
る 
。
そ
し
て
、
そ
の
理
論
の
根
拠
は
「
凡
そ
楽
は
そ
の
生

　

⑩

ま
る
る
所
を
楽
し
み
、
礼
と
し
て
本
を
忘
れ
ず
」
と
あ
る
の
で
、
漢
の
礼
楽
の

正
声
は
�
祖
の
生
ま
れ
楽
ん
だ
楚
の
声
調
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
現
存
す
る
漢
の
宮
廷
祭
祀
楽
歌
に
安
世
楽
と
郊
祀
歌
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

楚
調
で
あ 
る 
。
そ
の
外
、
鐃
歌
二
十
八
曲
と
相
和
歌
諸
調
伎
が
あ
る
が
、
前
者

　

⑪

は
西
域
音
楽
を
取
り
入
れ
た
軍
楽
で
、
後
者
は
主
に
饗
宴
に
用
い
る
楚
調
の
女

楽
で
あ
っ
た
。

　

禅
譲
の
形
で
王
朝
の
交
替
が
行
わ
れ
た
魏
晋
で
は
礼
楽
も
基
本
的
に
漢
の
制

度
を
踏
襲
し
た
。
そ
れ
に
魏
氏
は
出
身
地
も
漢
室
に
近
い
。『
魏
志
』文
帝
紀
に

延
康
元
年
七
月
軍
が 

を
通
過
し
た
と
き
、
六
軍
及
び 

の
父
老
百
姓
に
饗
宴

を
振
舞
っ
た
の
も
漢
の
高
祖
の
故
事
に
従
っ
た
も
の
で
あ 
る 
。
魏
晋
の
時
大
い

　

⑫

に
発
達
し
た
宮
廷
宴
楽
に
清
商
三
調
と
大
曲
が
あ
る
。『
宋
書
・
楽
志
』
に
著
録

さ
れ
た
「
清
商
三
調
歌
詩
」
は
晋
・
荀 

の
採
集
し
た
古
辞
の
外
、
す
べ
て
曹

魏
三
祖
及
び
曹
植
の
歌
詞
で
あ
る
。
そ
の
た
め
王
僧 

が
上
表
文
に
「
今
の
清

商
、
實
に
銅
雀
に
猶
る
。
魏
氏
三
祖
、
そ
の
風
流
懐
ふ
可
し
」
と
い 
う 
。
後
世

　

⑬

に
伝
わ
っ
た
清
商
三
調
歌
詞
の
多
く
は
曹
魏
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

『
唐
書
・
音
楽
志
』
に
よ
れ
ば
、「
平
調
・
清
調
・
瑟
調
、
皆
周
房
中
曲
の
遺
声

な
り
、
漢
世
こ
れ
を
三
調
と
謂
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
『
宋
書
・
楽
志
』
と
照
合

す
れ
ば
、
三
調
は
漢
の
時
に
曲
が
有
っ
て
歌
詞
が
な
く
、
魏
の
世
に
至
っ
て
始

め
て
楽
曲
に
合
わ
せ
て
歌
詞
が
造
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

周
の
房
中
曲
は
即
ち
詩
経
・
国
風
の
周
南
・
召
南
の
詩
篇
を
歌
う
楽
曲
で
あ
っ

た
。
唐
書
の
こ
の
記
録
に
つ
い
て
、
従
来
民
間
歌
謡
よ
り
出
た
三
調
の
性
格
が

国
風
に
類
似
す
る
か
ら
だ
と
解
釈
さ
れ
て
き 
た 
。
し
か
し
、『
唐
書
・
楽
志
』
の

　

⑭

趣
旨
は
三
調
が
二
南
を
源
流
と
す
る
淵
源
関
係
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
二
者
と
も
本
来
長
江
中
下
流
域
に
発
生
し
た
呉
楚
の
古
楽
す
な

わ
ち
南
楽
に
淵
源
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
巳
に
別
稿
で
述
べ
た

 
が 
、
こ
こ
に
改
め
て
数
点
補
足
し
た
い
。

　

⑮一
、
漢
の
初
め
制
氏
が
雅
楽
の
意
義
を
知
ら
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
猶
そ
の

音
曲
を
覚
え
て
い
て
、
周
楽
の
声
曲
は
漢
に
至
っ
て
猶
存
し
て
い
た
。
わ
け

て
も
房
中
曲
は
楚 

の
出
自
と
も
な
る
の
で
尚
更
で
あ
る
。『
漢
書
』藝
文
志

に
「
周
歌
声
曲
折
」「
周
謡
歌
声
曲
折
」
や
「
周
歌
詩
」「
周
謡
歌
詩
」
を
多

く
著
録
し
て
い
る
か
ら
、「
有
声
無
辞
」
の
三
調
は
正
に
歌
詞
と
分
離
さ
れ
た

周
曲
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

二
、
曹
操
が
建
安
十
三
年
七
月
に
劉
表
を
征
伐
し
、
十
五
年
の
冬
銅
爵
臺
を

作
っ
た
。
魏
が
清
商
署
を
設
け
た
の
は
荊
州
で
漢
の
雅
楽
郎
・
杜 

を
獲
得

し
た
後
に
な
る
。
時
に
散
郎
の
ï
静
と
尹
齊
が
善
く
雅
楽
を
詠
じ
、
歌
師
の

尹
胡
が
能
く
宗
廟
郊
祀
の
曲
を
歌
い
、
舞
師
の
馮
肅
と
服
養
が
よ
く
先
代
の

諸
舞
を
知
る
。 

は
彼
ら
を
率
い
て
研
究
を
重
ね
、
遠
く
は
諸
經
を
考
察
し
、

近
く
は
故
事
を
採
り
、
教
習
講
肄
を
行
い
、
楽
器
を
作
り
備
え
て
、
先
代
の

古
楽
を
復
活
さ
せ
た
。
曹
魏
に
よ
る
清
商
三
調
の
発
達
は
、
そ
う
し
た
結
果

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

三
、
魏
の
武
帝
が
諸
子
に
遺
命
し
て
「
妾
と
伎
人
皆
銅
雀
臺
に
著
す
」
と
い 
う 
。

　

⑯

ま
た
『
魏
志
』
齊
王
芳
紀
に
芳
が
「
九
親
の
婦
女
美
色
有
る
も
の
を
見
る 

に
、
或
い
は
留
め
て
以
て
（
清
商
署
）
に
付
す
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
魏
の
設

け
た
清
商
署
は
女
楽
で
あ
り
、
妾
伎
及
び
皇
族
親
戚
の
婦
女
を
收
容
す
る
こ

と
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
性
格
は
周
の
房
中
楽
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

ら
な
い
。

四
、「
相
和
五
調
伎
」
の
中
、
楚
調
と
側
調
は
瑟
調
の
変
曲
で
、
曲
調
が
近
似
す

る
。
沈
約
『
宋
書
・
楽
志
』
に
「
白
頭
吟
」
と
「
櫂
歌
」
を
同
じ
調
と
す
る

が
、
王
僧 

『
技
録
』
で
は
「
白
頭
吟
」
は
楚
調
、「
櫂
歌
行
」
は
瑟
調
に
あ

る
か
ら
、
楚
調
は
瑟
調
に
同
じ
。
ま
た
唐
代
以
降
三
調
と
は
平
・
清
・
側
を

い
う
（
謝
靈
運
「 

吟
行
」
李
善
注
）
の
で
、
瑟
調
は
側
調
と
同
じ
こ
と
に

な 
る 
。
つ
ま
り
、
清
商
三
調
の
う
ち
最
も
曲
の
多
い
瑟
調
が
楚
調
側
調
に
近

　

⑰

似
す
る
の
で
、
三
調
の
淵
源
は
本
来
楚
調
に
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
魏
晋
六
朝
に
お
い
て
周
漢
の
古
楽
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
、
杜 

・
荀

 

以
降
、
張
永
『
元
嘉
正
声
技
録
』、
王
僧 

『
大
明
三
年
宴
楽
技
録
』、
沈

約
『
宋
書
・
楽
志
』、
釈
智
匠
『
古
今
楽
録
』
等
は
皆
そ
の
成
果
で
あ
る
。『
唐

書
・
楽
志
』
に
三
調
を
皆
周
の
房
中
楽
の
遺
声
と
い
う
の
は
必
ず
そ
の
根
拠

が
あ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

六
、『
通
志
』
楽
略
に
清
商
曲
を
述
べ
て
、「
清
商
曲
亦
た
こ
れ
を
清
楽
と
謂
い
、

清
商
三
調
よ
り
出
づ
。
三
調
乃
ち
周
の
房
中
楽
の
遺
声
な
り
。
漢
魏
に
相
い

継
が
れ
、
晋
に
至
り
て
絶
え
ず
。
永
嘉
の
乱
に
よ
り
中
朝
の
旧
曲
江
右
に
散

落
す
。
而
し
て
清
商
の
旧
楽
猶
ほ
江
左
に
伝
は
る
。
い
は
ゆ
る
梁
宋
の
新
声

こ
れ
な
り
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
鄭
樵
説
に
よ
れ
ば
、
漢
・
魏
・
晋
に
受
け

継
が
れ
た
清
商
三
調
の
源
流
は
周
の
房
中
楽
に
遡
る
が
、
南
朝
に
猶
伝
わ
っ

た
「
梁
宋
新
声
」
の 

声
西
曲
は
正
に
「
清
商
旧
楽
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

鄭
樵
の
こ
の
見
方
は
詩
経
を
黄
河
流
域
の
古
楽
詩
集
と
す
る
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
全
く
理
解
に
苦
し
い
が
、
国
風
の
二
南
を
南
方
荊
・
揚
の
古
楽
と
考
え
れ

ば
至
っ
て
解
り
易
い
。
こ
の
こ
と
は
魏
晋
に
発
達
し
た
大
曲
と
呉
声
西
曲
を
比

較
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
相
和
諸
調
か
ら
発
展
し
た
大
曲
は
主
曲
の
前
後
に

艶
・
趨
・
乱
が
あ
る
。
艶
は
曲
の
前
に
、
趨
と
乱
は
曲
の
後
に
演
奏
さ
れ
た
。
こ

の
形
制
は
呉
声
西
曲
の
前
に
「
和
」、
後
に
「
送
」
が
あ
る
の
と
同
じ
。
だ
が

『
宋
書
・
楽
志
』
に
収
載
さ
れ
た
大
曲
の
「
艶
」「
趨
」「
乱
」
に
相
当
長
い
も
の

が
あ
る
の
に
対
し
、
呉
声
西
曲
の
「
和
」「
送
」
は
実
に
単
純
で
あ
る
。
そ
れ
に

「
艶
」「
乱
」
は
楚
歌
で
、「
趨
」
は
呉
歌
だ
か
ら
、
大
曲
は
正
し
く
洗
練
さ
れ
雅

化
さ
れ
た
呉
楚
組
曲
で
あ
り
、
対
し
て
旧
態
依
然
の
呉
声
西
曲
は
正
に
「
清
商

旧
楽
」
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

　

宋
代
の
儒
学
は
詩
三
百
篇
の
う
ち
儀
礼
の
場
で
演
奏
さ
れ
る
楽
詩
と
し
て

雅
・
頌
・ 

・
南
し
か
認
め
ず
、
二
南
を
南
土
の
古
楽
と
す
る
説
が
有
力
で
あ

る
。
二
南
を
南
楽
と
す
る
見
方
は
漢
の
鄭
玄
に
既
に
芽
生
え
、『 
 

』
に
二
南

の
地
望
と
し
て
文
王
の
従
え
る
六
州
の
中
で
も
荊 

二
州
を
特
に
強
調
し
た
。

そ
の
地
域
は
正
し
く 

声
西
曲
と
重
な
り
合
う
。
一
方
、
二
南
は
風
雅
の
正
楽

と
し
て
既
に
雅
化
さ
れ
、
そ
の
遺
声
な
る
清
商
三
調
も
魏
氏
三
祖
の
歌
詞
に

よ
っ
て
雅
化
さ
れ
た
。
対
し
て
江
南
の
民
間
で
歌
い
継
が
れ
て
き
た 

声
西
曲

は
南
楽
の
素
朴
な
古
風
を
多
く
保
持
し
て
い
た
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

呉
を
平
定
し
た
晋
の
帝
が
多
数
の 

妓
を
宮
中
に
入 
れ 
た
こ
と
か
ら
、「
懊

　

⑱

儂
歌
」
や
「
碧
玉
歌
」「
桃
葉
歌
」
な
ど
文
人
の
作
及
び
「
子
夜
」「
阿
子
」
と

い
っ
た
民
間
の
呉
歌
が
晋
に
流
行
を
始
め
た
が
、
両
晋
の
呉
声
歌
曲
は
概
し
て

未
だ
江
南
の
俗
曲
の
域
を
出
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　

し
か
る
に
、
劉
裕
が
長
安
都
を
放
棄
し
た
の
に
象
徴
さ
れ
た
如
く
、
南
朝
が

長
江
流
域
に
安
住
し
た
後
、 

声
西
曲
は
南
遷
士
人
の
生
ま
れ
故
郷
の
楽
曲
と

な
り
、
朝
廷
の
宗
室
や
貴
族
文
人
が
制
作
し
た
中
興
楽
・
泰
始
楽
・
襄
陽
楽
・

寿
陽
楽
な
ど
に
雅
化
の
傾
向
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
礼
に

従
っ
て
故
郷
の
音
曲
を
雅
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
も
典
型
的

な
の
は
梁
の
武
帝
で
あ
る
。
彼
は
秣
陵
に
生
れ
、
襄
陽
で
事
を
起
し
て
遂
い
に

（
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帝
位
に
登
っ
た
。
だ
か
ら
自
ら
西
曲
を
改
め
て
「
江
南
弄
」「
上
雲
楽
」
や
「
雅

歌
曲
」
を
作
っ
た
。
そ
の
雅
歌
五
曲
は
清
楽
の
中
で
最
も
「
辞
典
に
し
て
音
雅

な
」
る
も
の
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
南
朝
に
お
い
て 

声
西
曲
は
俗
楽
と
し
て
盛
ん
に
歌

わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
宮
廷
儀
礼
音
楽
の
正
声
と
も
な
っ
た
の
は
、
漢
に
お
け

る
楚
声
の
風
靡
と
軌
を
一
に
す
る
。
班
固
が
漢
の
礼
楽
を
「
皆
鄭
声
を
以
て
朝

廷
に
施
す
」
と
誹
っ
た
の
と
同
様
、
南
朝
の
軟
派
な
宮
廷
音
楽
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
て
も
、
そ
の
理
論
の
根
拠
は
漢
と
同
じ
く
、「
凡
そ
楽
は
、
そ
の
生
ま

る
る
所
を
楽
み
、
礼
と
し
て
本
を
忘
れ
ず
」
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
無

視
で
き
な
い
。
そ
し
て
漢
の
楽
府
設
立
は
、
郊
祀
の
礼
を
定
め
、
儒
教
の
礼
楽

を
整
備
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
な
ら
、
南
朝
の
文
人
に
よ
る 

声
西
曲
の
雅

化
も
儒
学
の
復
興
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
う
え
、

熱
心
に
歴
代
の
礼
楽
制
度
を
研
究
し
た
結
果
、
清
楽
の
源
流
を
風
雅
の
正
楽
に

遡
り
、
二
南
も
恋
愛
を
歌
う
女
楽
で
あ
る
こ
と
が 

声
西
曲
の
流
行
に
更
に
拍

車
を
掛
け
た
こ
と
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

四
、
采
詩
と
治
世

　

西
周
以
来
の
礼
制
に
お
い
て
雅
楽
の
み
な
ら
ず
俗
楽
夷
楽
も
祭
祀
や
饗
宴
儀

礼
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
為
政
者
が
風
俗
歌
謡
を
通

し
て
民
風
や
政
治
の
在
り
方
を
観
察
し
、
風
俗
の
教
化
な
ら
び
に
政
治
の
是
正

を
行
い
、
適
正
な
礼
制
を
図
る
重
要
な
手
段
と
い
わ
れ
る
。

　
『
礼
記
』
王
制
に
「
巡
狩
の
礼
は
、
太
師
に
命
じ
て
詩
を
陳
べ
し
め
、
以
て
民

風
を
観
、
己
の
政
の
得
失
を
知
る
」
と
い
い
、
ま
た
『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
古

に
采
詩
の
官
有
り
。
王
者
は
以
て
風
俗
を
観
、
得
失
を
知
り
、
自
ら
考
正
す
る

と
こ
ろ
な
り
」
と
い
う
。
古
代
国
家
の
制
度
上
専
門
の
采
詩
官
が
置
か
れ
た
か

に
関
し
て
な
お
議
論
が
あ
る
が
、
風
俗
歌
謡
を
通
し
て
民
風
や
政
治
の
在
り
方

を
察
知
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
春
秋
時
代
呉
の
公
子

季
札
が
諸
国
の
音
楽
を
聴
い
て
国
政
の
成
否
を
一
々
評
判
し
た
こ
と
が
そ
の
好

例
で
あ
ろ 
う 
。
班
固
『
漢
書
』
は
李
延
年
、
司
馬
相
如
ら
の
作
っ
た
郊
祀
歌
を

　

⑲

「
皆
雅
声
に
非
ら
ず
」
と
否
定
し
た
が
、
楽
府
を
設
置
し
て
民
間
歌
謡
を
採
取
し

た
こ
と
に
関
し
て
は
「
皆
哀
楽
に
感
じ
、
事
に
縁
り
て
発
し
、
亦
た
以
て
風
俗

を
観
、
薄
厚
を
知
る
可
し
」
と
肯
定
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
南
朝
の
宗
室
や
文
人
が
呉
声
西
曲
を
好
き
尚
み
、
自
ら
も
そ
れ
を

真
似
て
、
艶
歌
小
曲
を
多
く
作
っ
た
こ
と
も
従
来
の
通
説
の
よ
う
に
儒
学
の
衰

退
に
帰
す
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
で
、
儒
学
の
復
興
に
結
び
付
け
る

一
面
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
呉
声
西
曲
の
本
事
を
見
れ
ば
、
そ
の

殆
ど
が
時
の
政
治
事
件
や
民
俗
風
習
を
歌
っ
た
歌
謡
で
あ
っ
て
、
漢
の
相
和
歌

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
南
朝
の
民
間
歌
謡
は
殆
ど
が
女
の
歌
う
情
歌
で
あ
り
婉
艶
な
女
楽

で
あ
る
。
風
情
小
調
な
る
呉
声
西
曲
が
そ
う
で
あ
り
、
祭
神
曲
の
神
弦
歌
も
例

外
で
は
な
い
。
こ
の
類
の
民
俗
風
謡
を
採
集
す
れ
ば
、
自
ず
と
「
風
俗
を
観
、

薄
厚
を
知
る
」
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治
の
得
失
を
如
何
に
察
知
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。『
南
史
』
循
吏
伝
記
に
江
南
の
風
俗
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

凡
百
戸
之 

、
有
市
之
邑
、
歌
謡
舞
蹈
、
觸
處
成
羣
。
蓋
宋
時
之
極
盛
也

（
中
略
）。
永
明
継
運
、
垂
心
政
術
。
十
許
年
中
、
百
姓
無
犬
吠
之
驚
。
都

邑
之
盛
、
士
女
昌
逸
。
歌
声
舞
節
、 

服
華
粧
、
桃
花 

水
之
間
、
秋
月

春
風
之
下
、
無
往
非
適
。

　

こ
こ
に 

や
邑
で
民
間
の
艶
情
歌
舞
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
風
俗
を
「
宋
の
極

め
て
盛
え
た
時
」
ま
た
は
斉
の
永
明
年
間
帝
が
「
心
を
政
術
に
垂
す
」
時
の

「
歌
舞
昇
平
」な
る
太
平
の
世
の
中
の
光
景
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
従
っ
て
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

貴
紳
文
士
が
民
間
の
艶
歌
を
真
似
る
こ
と
も
「
太
平
盛
世
」
を
粉
飾
す
る
意
味

を
も
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

今
一
つ
儒
教
の
風
俗
教
化
の
点
か
ら
言
っ
て
、
南
朝
の
風
俗
も
艶
曲
情
歌
の

歌
う
男
女
情
愛
の
内
容
も
二
南
楽
歌
の
趣
旨
に
近
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。

『
詩
経
』
巻
頭
「
周
南
・
関
雎
」
は
序
に
拠
れ
ば
、「
后
妃
の
徳
」
を
歌
う
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
「
淑
女
を
得
て
以
て
君
子
に
配
す
る
を
楽
し
び
、
憂

へ
は
賢
き
を
進
む
る
に
在
り
。
そ
の
色
を
淫
せ
ず
、
窈
窕
を
哀
び
、
賢
才
を
思

ひ
、
而
し
て
善
を
傷
む
る
心
無
し
」
と
い
う
。
つ
ま
り
后
妃
が
自
ら
の
美
貌
に

恃
ん
で
帝
王
の
寵
愛
を
独
占
す
る
の
で
は
な
く
、
窈
窕
た
る
賢
女
を
見
付
け
出

し
、
妾
と
し
て
君
子
に
進
め
、
共
に
君
子
に
仕
え
る
の
に
腐
心
す
る
の
が
后
妃

の
婦
徳
な
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
趣
旨
は
「
周
南
・
南
有
樛
木
」
に
も
見
ら
れ
る

が
、
こ
こ
の
「
南
」
は
鄭
注
に
よ
れ
ば
「
南
土
、
荊
揚
の
域
を
謂
ふ
」
と
い
う
。

長
江
中
下
流
域
の
荊
揚
地
方
は
古
く
か
ら
人
口
の
性
別
比
例
が
極
め
て
不
均
衡

で
、
女
性
に
対
し
て
男
性
の
人
口
は
半
分
な
い
し
五
分
の
二
以
下
し
か
な
い
。

そ
れ
に
漢
末
か
ら
三
国
六
朝
と
戦
争
が
連
年
続
き
、
と
く
に
成
年
男
子
が
激
減

し
、
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
。
南
朝
に
大
勢
の
伎
妾
を
抱
え
る
貴
紳
が
多

く
、
従
来
そ
の
理
由
を
南
朝
貴
族
の
堕
落
退
廃
と
儒
教
思
想
の
衰
退
に
帰
し
て

き
た
が
、
貴
族
の
退
廃
は
確
か
で
も
、
儒
教
の
礼
制
思
想
が
一
夫
多
妻
制
を
む

し
ろ
積
極
的
に
提
唱
し
て
き
た
こ
と
は
見
て
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
隋
書
』
地
理
志
に
揚
州
一
帯
の
地
理
風
俗
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

豫
章
之
俗
、
頗
同 

中
。
其
君
子
善
居
室
、
小
人
勤
耕
稼
。
衣
冠
之
人
多

有
數
婦
、
暴
面
市
廛
、
競
分
銖
以
給
其
夫
。
及
舉
孝
廉
、
更
要
富
者
、
前

妻
雖
有
積
年
之
勤
、
子
女
盈
室
、
猶
見
放
逐
、
以
避
後
人
。
俗
少
爭
訟
而

尚
歌
舞
、
一
年
蠶
四
五
熟
、
勤
於
紡
績
。

　

豫
章
・ 

中
な
ど
揚
州
地
域
の
風
俗
は
君
子
が
屋
敷
を
立
派
に
し
、
百
姓
は

農
作
に
精
を
出
す
。
君
子
に
は
数
人
も
の
妻
が
い
て
市
場
で
稼
い
た
金
を
競
っ

て
夫
に
差
し
上
げ
る
が
、
夫
が
出
世
す
れ
ば
更
に
金
持
ち
の
妻
を
娶
り
、
前
妻

は
長
年
の
苦
労
と
大
勢
の
子
供
が
あ
っ
て
も
追
い
出
さ
れ
、
後
妻
に
譲
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
俗
に
争
い
が
少
な
く
歌
舞
を
好
む
。
年
に
蚕
が
四
五
回
も
繭

を
結
う
の
で
、
女
性
は
紡
績
に
勤
し
む
の
だ
と
い
う
。
か
く
あ
る
江
南
の
風
俗

が
二
南
の
楽
詩
に
歌
わ
れ
た
婦
徳
に
極
め
て
近
い
こ
と
は
一
読
し
て
明
白
で
あ

ろ
う
。
だ
か
ら
唐
の
名
臣
で
誉
れ
の
高
い
著
者
の
魏
徴
も
こ
の
地
の
「
君
子
は

礼
を
尊
び
、
庶
民
は
純
朴
」
だ
か
ら
、「
風
俗
澄
清
に
し
て
道
教
隆
洽
た
り
」
と

賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
女
ら
の
好
ん
で
行
っ
た
歌
舞
も
当
然
の
こ
と
な
が

ら
そ
の
風
俗
を
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
は
詩
経
の
風
教
に
も
底
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

ま
た
召
南
・ 

有
梅
篇
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
序
に
「
男
女
の
時
に
及
ぶ
な
り
。

召
南
の
国
、
文
王
の
化
を
被
り
、
男
女
以
て
時
に
及
ぶ
を
得
る
な
り
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
儒
学
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
の
趣
旨
は
婚
姻
適
齢
期
の
男
女
が

時
を
失
わ
ず
に
結
婚
す
る
こ
と
を
促
す
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
は
周
の
文
王
が

徳
政
を
施
行
し
民
衆
を
教
化
す
る
重
要
な
一
面
で
あ
っ
た
。
人
口
の
増
減
は
従

来
よ
り
治
世
の
盛
衰
や
政
治
の
是
非
を
測
る
主
な
標
識
の
一
つ
で
あ
る
。
た
め

に
歴
代
の
政
権
が
若
い
男
女
の
早
期
結
婚
を
督
促
す
る
政
令
を
頻
発
し
て
い
た
。

儒
教
の
礼
楽
を
「
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
は
、
楽
よ
り
善
か
る
莫
し
」
と
信
じ

る
な
ら
ば
、
民
俗
風
習
に
合
わ
せ
て
情
歌
艶
曲
の
流
行
を
助
長
す
る
こ
と
は
、

若
年
男
女
の
早
期
婚
姻
を
促
進
し
、
人
口
増
加
を
図
る
有
効
性
が
期
待
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
、
南
朝
わ
け
て
も
斉
・
梁
の
皇
室
や
貴
紳
文
人
が
呉
声
西
曲
に
熱

中
し
、
自
ら
競
っ
て
艶
曲
艶
詩
を
製
作
し
た
こ
と
を
、
単
純
に
声
色
情
欲
に
溺

れ
た
と
見
る
の
は
一
面
に
偏
り
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
本
心
は
と
も
か
く
、

（
八
）
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少
な
く
と
も
表
向
き
は
礼
楽
政
治
を
標
榜
す
る
意
図
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
い

え
ま
い
。
梁
の
武
帝
が
自
ら
宮
中
の
呉
声
西
曲
を
一
部
選
出
し
て
大
臣
の
徐
勉

に
下
賜
し
た
。
そ
れ
は
徐
勉
が
長
年
労
作
の
末
、
千
百
七
十
六
巻
に
及
ぶ
『
五

礼
儀
注
』
を
完
成
し
、
儒
教
経
典
を
整
え
た
こ
と
へ
の
褒
美
と
し
て
の
意
味
で

あ
り
、
梁
の
楽
府
と
儒
学
の
関
係
を
示
す
好
例
と
い
え 
る 
。

　

⑳

　

し
か
し
、
儒
教
の
礼
楽
思
想
の
復
興
は
す
な
わ
ち
礼
楽
が
刑（
法
）政
よ
り
も

優
位
に
置
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
必
ず
や
法
制
政
治
の
弱
体
化
を
招
き
、
ひ

い
て
は
政
治
体
制
の
荒
廃
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
梁
の
裴
子
野
が
『
宋
略
』

に
お
い
て
斉
梁
の
楽
府
を
次
の
よ
う
に
指
弾
し
て
云
っ
た
。

充
庭
廣
奏
、
則
以
魚
龍
靡
漫
為
環 

、
会
同
享
覲
、
則
以 

趨
楚
舞
為
妖

妍
。
在
上
班
揚
寵
臣
、
羣
下
亦
從
風
而
靡
。
王
侯
將
相
、
歌
妓
填
室
、
鴻

商
富
賈
、
舞
女
成
羣
、
競
相
誇
大
、
致
有
争
奪
、
如
恐
不
及
、
莫
為
禁
令
、

傷
風
敗
俗
、
莫
不
在 
此 
。

　

U

　

宮
廷
の
中
で
派
手
に
演
出
さ
れ
た
の
は
「
魚
龍
が
靡
漫
す
る
」
よ
う
な
百
戯

で
あ
り
、
諸
侯
が
参
覲
し
て
振
舞
わ
れ
る
饗
宴
に
は
、
妖
艶
な
「 

趨
楚
舞
」

が
歌
い
舞
わ
れ
た
。
君
主
が
そ
れ
を
寵
臣
に
下
賜
す
れ
ば
、
群
臣
は
そ
れ
に
習

い
、
王
侯
將
相
も
鴻
商
富
賈
も
競
っ
て
大
勢
の
歌
妓
や
舞
女
を
抱
え
込
む
。
こ

れ
こ
そ
社
会
風
習
を
大
い
に
乱
し
た
の
だ
と
い
う
。
裴
子
野
の
指
摘
は
す
べ
て

事
実
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
南
朝
の
劉
宋
に
初
め
て
見
た
こ
と
で
は

な
く
、
史
上
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
『
漢
書
』礼
楽
志
に
武
帝
が
楽
府
を
設
立
し
て
郊 

礼
楽
制
度
を
整
備
し
た
こ

と
に
関
し
て
こ
う
記
し
て
い
る
。

今
漢
郊 

詩
歌
、
未
有
祖
宗
之
事
、
八
音
調
均
又
不
協
於
鐘
律
。
而
内
有

掖
庭
材
人
、
外
有
上
林
楽
府
、
皆
以
鄭
声
施
於
朝
廷
。（
中
略
）
是
時
鄭
声

尤
甚
。
黄
門
名
倡
、
丙
彊
景
武
之
属
、
富
顯
於
世
。
貴
戚
五
侯
、
定
陵
富

平
外
戚
之
家
、
淫
侈
過
度
、
至
與
人
主
爭
女
楽
。

　
 
 

楽
詩
に
祖
先
を
頌
え
る
歌
詞
が
な
く
、
音
曲
も
雅
楽
の
音
律
や
楽
器
に

あ
わ
な
い
。
そ
し
て
内
宮
で
も
朝
廷
で
も
派
手
な
俗
楽
が
盛
ん
に
演
奏
さ
れ
た
。

そ
の
後
妖
艶
な
歌
舞
が
ま
す
ま
す
流
行
し
、
名
優
が
金
持
ち
と
な
り
、
貴
戚
富

豪
が
帝
王
と
女
楽
を
争
う
ま
で
に
至
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
楽
府
は
廃
止
さ

れ
た
が
、
豪
富
吏
民
な
ど
は
、
相
変
わ
ら
ず
宴
集
に
演
奏
さ
れ
る
女
楽
に
現
を

抜
か
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
前
漢
と
南
朝
の
楽
府
艶
歌
の
状
況
を
照
ら
し
合
わ

せ
れ
ば
、
宴
楽
艶
曲
の
流
弊
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら

か
で
あ
る
。
従
っ
て
斉
梁
の
艶
詩
が
ど
ん
な
に
淫
靡
だ
と
否
定
し
よ
う
と
、
そ

れ
と
儒
教
の
礼
楽
制
度
と
の
関
係
を
否
定
す
る
も
の
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
は

逆
に
、
む
し
ろ
儒
教
の
礼
楽
思
想
の
中
で
楽
に
一
括
さ
れ
る
そ
の
も
の
に
本
源

的
に
礼
を
逸
脱
す
る
要
素
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
後
漢
儒
学
の
第
一
人
者
の
馬
融
が
堂
中
に
帳
を
施
し
、
そ
の
後
に

女
楽
を
並
べ
な
が
ら
経
典
を
講
義
し
た
こ
と
が
儒
学
の
詩
教
と
女
楽
の
関
係
を

端
的
に
物
語
っ
て
い 
る 
。

　

V

五
、
梁
簡
文
帝
と
『
玉
臺
新
詠
』

　

南
朝
文
学
に
お
い
て
艶
曲
艶
詩
が
繁
栄
し
た
重
要
な
原
因
の
一
つ
は
皇
室
の

極
力
の
提
唱
に
あ
っ
た
。
わ
け
て
も
梁
の
時
皇
帝
や
太
子
が
自
ら
艶
詩
の
製
作

に
熱
中
し
た
の
で
、
妖
艶
綺
靡
な
宮
体
詩
風
が
遂
に
一
世
を
風
靡
し
た
。
斉
梁

の
宮
体
艶
詩
は
簡
文
帝
の
蕭
綱
及
び
そ
の
文
学
侍
臣
と
の
関
係
が
尤
も
深
い
。

　
『
梁
書
』
簡
文
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
蕭
綱
は
「
幼
く
し
て
敏
睿
な
り
。
識
悟
は
人

を
過
ぎ
、
六
歳
に
し
て
便
ち
文
を
属
す
」
と
い
う
並
は
ず
れ
た
才
能
の
持
ち
主

で
あ
る
。

読
書
十
行
倶
下
、
経
目
必
記
。
篇
章
辞
賦
、
操
筆
立
成
。
博
綜
儒
術
、
善
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

言
玄
理
。（
中
略
）
雅
好
題
詩
、
其
序
云
、
余
七
歳
有
詩
癖
、
長
而
不
倦
、

然
傷
於
軽
艶
、
当
時
号
之
為
宮
体
。

　

彼
は
読
書
す
れ
ば
一
度
に
十
行
を
読
め
、
目
を
通
せ
ば
必
ず
覚
え
て
し
ま
う
。

詩
文
を
作
る
と
、
筆
を
手
に
す
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
出
来
る
。
広
く
儒
学
に
通
じ
、

見
事
に
玄
学
を
談
論
し
た
。
そ
し
て
七
歳
か
ら
詩
の
吟
作
を
嗜
み
、
年
長
じ
て

か
ら
も
厭
き
る
こ
と
な
か
っ
た
。
し
か
し
詩
風
は
「
軽
艶
」
に
過
ぎ
る
の
が
瑕

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
幼
年
か
ら
の
艶
詩
を
作
る
癖
と
関
わ
り
が
深
い
の
は

無
論
儒
書
で
あ
る
。
そ
の
父
親
の
梁
の
武
帝
が
「
会
三
教
詩
」
に
次
の
よ
う
に

詠
ん
で
い
る
。

少
時
学
周
孔
、
弱
冠
窮
五
経
。
中
復
観
道
書
、
有
名
与
無
名
。

妙
術
鏤
金
版
、
真
言
隠
上
清
。
密
行
貴
陰
徳
、
顕
証
表
長
齢
。

晩
年
開
釈
巻
、
猶
日
映
衆
星
。
苦
集
始
覺
知
、
因
果
乃
方
明
。

　
　

示
教
唯
平
等
、
至
理
帰
無
生
。

　

こ
こ
に
述
べ
て
い
る
の
は
梁
の
武
帝
こ
と
蕭
衍
自
身
の
学
問
遍
歴
で
は
あ
る
。

幼
少
の
時
儒
書
を
学
び
、
中
年
に
な
っ
て
道
家
の
本
を
読
破
し
、
晩
年
は
釈
教

に
精
進
す
る
。
と
同
時
に
そ
れ
は
彼
が
諸
王
子
に
対
す
る
教
育
方
針
で
も
あ
り
、

ま
た
当
時
の
貴
族
子
弟
の
一
般
的
修
学
状
況
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
範
雲
は

六
才
に
毛
詩
を
読
み
（
南
史
本
伝
）、
陶
弘
景
は
七
才
に
孝
経
、
毛
詩
と
論
語
を

読
ん
だ
（
蕭
綸
「
隠
居
真
白
先
生
陶
君
碑
」）。
幼
い
と
き
儒
書
を
学
ぶ
に
は
、

『
論
語
』『
孝
経
』
の
外
、
五
経
の
中
で
最
も
早
く
『
詩
経
』
を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

詩
三
百
篇
の
開
巻
第
一
篇
が
「
窈
窕
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
き
逑
な
り
」
と

歌
い
、「
淑
女
を
得
て
以
て
君
子
に
配
す
る
を
楽
し
む
」
こ
と
を
趣
旨
と
す
る

「
関
雎
」
で
あ
り
、
十
五
国
風
を
一
言
で
言
え
ば
「
好
色
に
し
て
淫
な
ら
ず
」
と

い
わ
れ
る
の
で
、
蕭
綱
の
幼
年
か
ら
の
詩
癖
が
詩
経
・
国
風
に
よ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
詩
教
の
趣
旨
は
温
柔
敦
厚
に
あ
る
。
加
え
て
、
彼
は
「
清
辞
を
巧
製

す
れ
ど
も
、
衽
席
の
間
に
止
ま
り
；
蔓
藻
を
彫
琢
す
る
も
、
思
は
閨 

の
内
を

極
む
」
の
で
   

、
詩
教
の
効
果
は
嬪
妃
に
対
す
る
情
愛
の
深
さ
に
も
顕
れ
て
い
る
。

　

W

本
伝
に
よ
れ
ば
、
穆
貴
嬪
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
彼
は
「
哀
毀
骨
立
し
、
晝
夜

號
泣
し
て
声
を
絶
さ
ず
、
坐
る
所
の
席
沾
湿
し
て
盡
く
爛
ち
ぬ
」
と
い
う
。
そ

れ
は
温
柔
敦
厚
を
重
ん
ず
る
詩
教
、
こ
と
に
艶
詩
を
嗜
ん
で
き
た
彼
の
性
情
と

感
性
に
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

　

蕭
綱
の
艶
詩
製
作
を
好
む
癖
は
彼
の
周
り
に
集
ま
っ
た
文
学
集
団
の
共
通
し

た
特
徴
で
あ
る
。
彼
が
親
し
く
接
し
た
「
高
斎
学
士
」
と
称
さ
れ
る
十
数
人
の

中
で
も
徐 

が
幼
時
か
ら
の
侍
読
で
あ
り
、
藩
鎮
に
転
出
し
て
か
ら
ず
っ
と
そ

の
左
右
に
追
随
し
て
き
た
最
大
の
腹
心
で
あ
る
。
史
載
に
よ
れ
ば
徐 

は
「
文

を
属
す
る
に
好
ん
で
新
変
を
為
し
、
旧
体
に
拘
ら
ず
」、「
文
体
綺
麗
な
れ
ば
春

坊
盡
く
こ
れ
を
学
ぶ
。
宮
体
の
號
は
、
こ
こ
よ
り
起
る
」
と
い
う
。
よ
っ
て
徐

 

こ
そ
宮
体
艶
詩
の
始
作
者
で
あ
り
、
宮
体
詩
と
は
春
坊
の
芸
者
の
歌
う
艶
歌

詩
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彼
が
蕭
綱
の
幼
時
か
ら
の
侍
読
な
の
で
、

蕭
綱
の
艶
詩
を
好
む
癖
は
彼
の
影
響
に
因
る
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、
武
帝
の

蕭
衍
が
息
子
の
艶
詩
癖
を
知
る
と
、
怒
り
を
露
わ
に
し
て
徐 

を
都
に
召
し
出

し
て
叱
責
を
加
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
徐 

は
「
応
対
す
る
こ
と
明
敏
に
し
て
、

辞
義
に
観
る
可
き
も
の
あ
り
」、
蕭
衍
も
つ
い
に
「
怒
を
轉
じ
て
喜
と
為
す
に
禁

じ
え
ず
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、

�
祖
聞
之
、
怒
召 

加
讓
。
及
見
、
應
對
明
敏
、
辭
義
可
觀
。
�
祖
意
釋
、

因
問
五
經
大
義
、
次
問
歴
代
史
、
及
百
家
雜 

、
末
論
釋
i
。 

商
較
縱

横
、
應
答
如
響
。
�
祖
甚
加
歎
異
、
更
被
親
狎
、
寵
遇
日
隆
   

。

　

X

　

蕭
衍
は
ま
ず
五
経
の
大
義
に
つ
い
て
質
問
し
、
次
い
で
諸
代
の
歴
史
及
び
百

家
雑
説
を
問
い
正
し
、
最
後
に
仏
教
を
論
じ
た
。
徐 

は
縦
横
に
応
答
す
る
こ

と
音
に
響
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
見
事
な
応
対
に
武
帝
は
甚
だ
驚
嘆
し
た
。
た

（
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〇
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め
に
ま
す
ま
す
寵
愛
を
蒙
り
、
と
い
う
一
層
の
寵
遇
を
得
た
の
で
あ
る
。
徐 

が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
帝
の
質
問
に
答
え
た
の
か
、
今
は
知
る
由
も
な
い
が
、

五
経
大
義
の
中
で
、
詩
教
も
し
く
は
詩
経
の
風
教
が
艶
詩
制
作
の
根
拠
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
明
太
子
の
蕭
統
が
若
く
し
て
夭
折
し
た
後
、
晋
安
王
の
蕭
綱

が
上
京
し
て
東
宮
太
子
の
座
に
就
い
た
。
そ
の
文
学
侍
臣
達
も
つ
れ
て
上
京
し

た
。『
大
唐
新
語
』
方
正
篇
に
よ
れ
ば
、

梁
簡
文
帝
為
太
子
、
好
作
艶
詩
、
境
内
化
之
、
浸
以
成
俗
、
謂
之 

體
。
晩

 

年
改
作
、
追
之
不
及
。
乃
令
徐
陵
撰
玉
Û
集
、
以
大
其
體
。

　

梁
の
簡
文
帝
は
太
子
と
な
っ
て
か
ら
も
好
ん
で
艶
詩
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
国

内
に
風
靡
し
、
宮
体
詩
と
呼
ば
れ
た
。
晩
年
、
旧
作
を
改
め
た
い
と
思
っ
た
が
、

も
う
間
に
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
徐
陵
に
命
じ
て
玉
臺
集
を
撰
ぜ
し
め
、
そ
の
詩

体
を
大
き
く
広
げ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
従
来
蕭
綱
自
身
が
艶
詩
を
否
定
し

た
証
拠
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
真
実
は
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う

か
？

　

徐
陵
は
蕭
綱
の
意
旨
に
従
っ
て
編
集
し
た
『
玉
臺
新
詠
』
の
序
に
こ
の
詩
集

の
成
立
に
つ
い
て
、「
艶
歌
を
選
録
し
、
凡
て
十
巻
と
為
る
。
曾
て
雅
頌
に
参
は

る
こ
と
無
け
れ
ど
も
、
亦
た
風
人
よ
り
濫
る
る
こ
と
な
し
。 

渭
の
間
、
斯
く

の
若
き
の
み
」
と
述
べ
、
明
ら
か
に
集
中
の
艶
歌
を
詩
経
の
国
風
に
比
定
し
て

い
る
。
こ
れ
が
簡
文
帝
の
好
ん
で
作
っ
た
艶
詩
の
体
を
大
き
く
し
よ
う
と
す
る

意
図
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

徐
陵
は
徐 

の
子
で
あ
り
、
香
艶
綺
麗
な
斉
梁
艶
詩
の
代
表
的
な
作
者
の
一

人
で
あ
る
。
彼
の
詩
学
思
想
は
蕭
綱
と
異
な
る
は
ず
が
な
い
。
そ
し
て
、
一
生

宮
体
艶
詩
を
多
く
作
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
斉
梁
艶
詩
を
「
か
つ
て
雅
頌
に
交
わ

る
こ
と
は
な
け
れ
ど
も
、
国
風
よ
り
乱
れ
る
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
の
は
真
実

の
感
想
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
詩
経
・
国
風
に
は
孔
子
の
賞
讃
し
て
や

ま
な
い
二
南
か
ら
厳
し
く
批
判
し
た
鄭
衛
の
情
詩
ま
で
含
む
。
玉
台
の
艶
詩
は

二
南
に
近
く
と
も
鄭
衛
よ
り
濫
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
が
徐
陵
の
意
味
で

あ
ろ
う
。
斉
梁
艶
詩
の
走
り
を
沈
約
詩
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
学
界
の
通

説
で
あ
ろ
う
が
、『
旧
唐
書
』
文
苑
伝
に
沈
約
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

近
代
唯
沈
隠
候
斟
酌
二
南
、
剖
陳
三
変
、 

雲
淵
之
抑
鬱
、
振
藩
陸
之
風

徽
。
俾
律
呂
和
諧
、
宮
商
輯
洽
。

　

詩
文
の
遷
り
変
わ
り
を
分
析
し
、
詩
の
声
調
音
律
に
通
ず
る
沈
約
詩
の
源
流

の
一
つ
を
二
南
に
遡
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
徐
陵
に
近
い
観
点
を
垣
間
見
る
こ

と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
四
庫
全
書
総
目
『
玉
臺
新
詠
』」
に
も
玉
臺
集
を

「
皆
綺
羅
脂
粉
の
詞
を
取
る
と
雖
も
、
而
し
て
古
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
、

猶
ほ
温
柔
敦
厚
の
遺
り
を
講
ず
る
有
り
、
未
だ
概
し
て
淫
艶
を
以
て
こ
れ
を
斥

る
可
か
ら
ず
」
と
記
し
、
そ
こ
に
詩
教
の
遺
風
を
認
め
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
自
分
の
好
ん
で
作
っ
た
艶
詩
が
詩
経
・
国
風
の
遺
風
を
保
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
、
梁
の
簡
文
帝
の
遺
憾
は
取
り
返
せ
た
の
で
あ
ろ

う
か
？　

恐
ら
く
答
え
は
否
定
的
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
艶
詩
の
詩
体
は
国

風
に
遡
る
と
は
い
え
、
雅
と
頌
に
参
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
蕭

梁
文
学
の
繁
盛
は
詩
文
総
集
に
お
い
て
み
れ
ば
、
一
つ
は
『
文
選
』、
今
一
つ
は

『
玉
臺
新
詠
』
に
結
実
さ
れ
た
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、『
玉
臺
』
は
僅
か
に
艶

詩
の
一
体
を
存
す
る
の
み
、
詩
賦
・
詔
冊
・
史
論
・
表
奏
な
ど
諸
の
方
面
に
渉
っ

て
様
々
な
文
体
を
集
成
し
た
『
文
選
』
に
遥
か
に
及
ば
な
い
こ
と
は
誰
の
眼
に

も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
毛
詩
大
序
』
に
風
と
雅
の
相
違
に
つ
い
て
、「
一
国
の
事
は
、
一
人
の
本
に

}
る
。
こ
れ
を
風
と
謂
ふ
。
天
下
の
事
を
言
ひ
、
四
方
の
風
を
形
は
す
、
こ
れ
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斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

を
雅
と
謂
ふ
」
と
説
く
。
風
は
一
地
方
の
風
俗
を
反
映
す
る
が
、
雅
は
天
下
の

事
を
思
い
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
『
玉
臺
新
詠
』
と
『
文
選
』

と
の
本
質
的
相
違
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
蕭
綱
が
一
生
藩
王
の
身
で

終
わ
る
な
ら
ば
、
艶
詩
吟
詠
を
好
む
癖
を
改
め
な
く
て
も
大
き
な
問
題
に
な
ら

な
い
が
、
東
宮
の
太
子
と
な
っ
て
、
帝
位
に
ま
で
登
っ
た
か
ら
に
は
、
天
下
の

政
治
に
腐
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
幼
時
か
ら
好
ん
だ
艶
詩
を
天
下
に

風
靡
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
憾
は
確
か
に
追
悔
し
て
も
取
り
戻
せ
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
艶
詩
の
嗜
好
も
後
日
の
追
悔
も
そ
の
根
底
に
儒

教
の
思
想
が
働
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

六
、
結　
　
　

び

　

玄
学
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
魏
晋
に
対
し
て
南
朝
は
礼
学
を
中
心
に
儒
教
の
復

興
が
著
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
儒
学
経
典
の
談
論
が
玄
学
清
談
の
洗
礼
を

受
け
た
と
は
い
え
、
漢
代
で
も
儒
者
が
石
渠
閣
や
白
虎
觀
で
五
經
の
同
異
を
講

論
す
る
故
事
が
あ
り
   

、
議
論
が
学
問
の
よ
い
方
法
で
あ
る
こ
と
は
古
も
今
も
変

　

Y

わ
ら
な
い
。
唐
の
初
め
、
顔
師
古
・
孔
頴
達
が『
五
経
正
義
』を
撰
定
し
た
時
、
南

学
に
従
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
南
朝
に
お
け
る
儒
学
の
発
展
を
物
語
っ
て
い

る
。
南
朝
文
学
わ
け
て
も
斉
梁
宮
体
艶
詩
は
艶
曲
詩
体
で
あ
り
、
そ
の
風
靡
は

儒
教
の
礼
楽
思
想
の
特
殊
な
発
展
を
理
論
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
後
世
に
お
い
て
唐
の
閨
怨
・
宋
の
曲
詞
・
元
明
清
の
青
楼
小
曲
な
ど

と
変
化
は
し
て
も
、
艶
詞
俗
曲
は
常
に
娯
楽
で
あ
る
と
同
時
に
、
附
庸
風
雅
の

文
芸
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

南
方
の
古
楽
が
中
原
王
朝
の
古
代
祭
礼
に
組
み
込
ま
れ
た
歴
史
は
古
い
。
制

度
的
に
整
っ
た
周
の
宴
射
儀
礼
の
場
で
二
南
が
郷
楽
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
が
、

周
の
制
度
的
疲
弊
と
南
土
の
楚
の
強
盛
に
よ
り
、
南
楽
が
次
第
に
諸
国
に
影
響

を
広
げ
て
い
き
、
漢
に
至
っ
て
楚
声
が
遂
に
宮
廷
儀
礼
音
楽
の
正
声
と
な
っ
た
。

南
朝
に
流
行
し
た
呉
声
西
曲
は
漢
代
の
楚
声
と
淵
源
を
同
じ
く
す
る
が
、
両
者

の
大
き
な
相
違
は
京
畿
地
方
の
風
土
民
情
の
違
い
に
由
来
す
る
。
長
安
に
都
城

を
構
え
た
漢
で
楚
声
は
宮
廷
音
楽
の
正
声
で
は
あ
っ
て
も
、
健
強
な
秦
地
の
民

風
に
染
ま
り
、
漢
初
の
楚
歌
も
悲
愴
雄
壮
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
対
し
て
、
江

南
に
都
を
定
め
た
南
朝
は
宮
廷
に
も
民
間
に
も
温
潤
柔
美
な
女
楽
を
特
徴
と
す

る
呉
歌
西
曲
が
流
行
し
、
そ
れ
が
力
強
さ
に
欠
け
、
情
緒
に
富
む
傾
向
を
も
つ

こ
と
は
寧
ろ
当
然
な
成
り
行
き
と
も
い
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
江
南
の
湿
潤

な
気
候
と
物
産
豊
富
な
風
土
か
ら
く
る
争
い
を
嫌
う
民
風
及
び
人
口
比
例
に
お

け
る
女
多
男
少
の
地
方
習
俗
が
そ
こ
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
南
方
荊

揚
地
方
の
民
俗
風
謡
と
そ
れ
を
真
似
て
精
巧
さ
を
加
味
し
た
文
人
の
艶
詩
が
前

面
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
中
原
文
化
の
み
強
調
さ
れ
て
き
た
中
国
文
化
史
上
で

も
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
現
存
す
る
呉
歌
西
曲
な
ら

び
に
文
人
ら
の
作
っ
た
香
艶
綺
靡
な
詩
歌
が
南
北
文
化
の
相
違
を
明
ら
か
に
示

し
た
点
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、
艶
歌
艶
詩
の
製
作
の
場
が
宴
饗
で
あ
っ
た
こ
と
、
西
周
以
来
女
楽

の
二
南
が
正
楽
と
し
て
ま
た
無
算
楽
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば

女
楽
の
氾
濫
と
儒
教
礼
楽
と
の
関
係
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。「
楽

し
み
を
好
む
も
荒
む
こ
と
無
か
れ
」
と
歌
う
『
詩
経
・
唐
風
』
蟋
蟀
篇
は
序
に

よ
れ
ば
、
晋
の
僖
公
が
倹
約
で
あ
っ
た
の
を
風
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。
礼
に
従

え
ば
、
宴
楽
は
必
要
大
事
な
儀
礼
だ
と
い
う
儒
教
の
礼
楽
制
度
に
「
縦
楽
淫
逸
」

の
危
う
さ
を
常
に
孕
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。
こ
こ
に
数
千
年
も
前

に
成
立
し
た
儒
教
思
想
に
内
在
す
る
古
さ
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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注：①　
 

経
『
續
後
漢
書
・
文
芸
傳
』（
四
庫
全
書
本
）

②　

た
と
え
ば
、
王
瑶
「
論
斉
梁
詩
」『
中
世
文
学
史
論
』（
北
京
大
学
出
版
社
）
な
ど
。

③　

蕭
滌
非
『
漢
魏
六
朝
樂
府
文
学
史
』
第
五
編
第
一
章
（
人
民
文
学
出
版
社
）

④　

姚
思
廉
『
梁
書
』
武
帝
紀
（
中
華
書
局
点
校
本
）

⑤　

李
延
壽
『
南
史
』
隱
逸
列
傳
（
中
華
書
局
点
校
本
）

⑥　

李
世
民
『
晋
書
』
楽
廣
伝
（
中
華
書
局
点
校
本
）

⑦　
『
論
語
』
雍
也
（『
十
三
経
注
疏
』
本
、
北
京
大
学
出
版
社
）

⑧　

朱
熹
『
詩
経
集
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）

⑨　

詳
し
く
は
王
運
熙
「
漢
武
始
立
楽
府
説
」（『
樂
府
詩
述
論
』
上
海
古
籍
出
版
社
）
参
照
。

⑩　

漢
代
の
楚
声
の
盛
況
に
つ
い
て
は
、
魯
迅
『
漢
文
学
史
綱
要
』（
人
民
文
学
出
版
社
）、

張
永 

『
漢
楽
府
研
究
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
）
参
照

⑪　

漢
「
房
中
楽
」
は
周
「
房
中
楽
」
と
性
格
が
異
な
る
。
ゆ
え
に
孝
惠
の
時
「
安
世
楽
」、

魏
晋
の
間
「
正
始
楽
」「
享
神
歌
」
と
名
を
更
め
ら
れ
、『
南
齊
書
・
楽
志
』
に
こ
れ
を

「
房
中
祠
楽
」
と
し
、
周
頌
「
清
廟
」
と
共
に
太
廟
楽
歌
と
し
て
並
べ
挙
げ
た
の
が
、
最

も
よ
く
そ
の
性
格
を
現
し
て
い
る
。

⑫　
『
三
国
志
注
』
に
「
伎
楽
百
戲
を
設
け
、
令
し
て
曰
く
「
先
王
皆
そ
の
生
ま
る
る
所
を

楽
び
、
礼
と
し
て
そ
の
本
を
忘
れ
ず
」
と
あ
る
。

⑬　

蕭
子
顯
『
南
斉
書
』（
中
華
書
局
点
校
本
）

⑭　

た
と
え
ば
朱
嘉 

『
楽
府
広
論
』
卷
一
に
「『
唐
楽
志
』
に
曰
く
：
三
調
は
皆
周
の
房

中
の
遺
声
な
り
と
い
ふ
。
そ
れ
風
の
遺
り
か
？
」
と
あ
る
。
ま
た
王
運
熙
「
相
和
歌
・
清

商
三
調
・
清
商
曲
」（『
樂
府
詩
述
論
』
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
両
者
が
共
に
民
間
に
出
、

皆
弦
歌
を
用
い
し
か
も
共
に
宴
楽
だ
か
ら
こ
の
説
が
有
る
の
だ
と
い
う
。

⑮　

拙
稿
「
房
中
楽
考
―
―
南
音
風
始
序
説
―
―
」『
埼
玉
学
園
大
学
・
人
間
学
部
紀
要
』

第
２
号

⑯　
『 

都
故
事
』（『
楽
府
詩
集
』
巻
三
十
一
）

⑰　

王
運
煕
「
清
楽
考
略
」（
⑭
に
同
じ
）

⑱　

謝
靈
運
『
晋
書
・
武
帝
紀
論
』（『
太
平
御
覽
』
卷
九
十
六
）

⑲　
『
春
秋
公
羊
傳
』
定
公
十
四
年
（『
十
三
経
注
疏
』
本
、
北
京
大
学
出
版
社
）

⑳　
『
南
史
』
徐
勉
伝
に
「
普
通
末
、
武
帝
自
算
擇
後
宮 

聲
西
曲
女
妓
各
一
部
ん
並
華
少

賚
勉
、
因
此
頗
好
聲
酒
」
と
あ
る
。

U　
『
太
平
御
覽
』
楽
部
（
四
庫
全
書
本
）

V　
『
後
漢
書
』
馬
融
伝
に
「
融
才
高
博
洽
、
為
世
通
儒
、
教
養
諸
生
、
常
有
千
數
、 

郡

盧
植
、
北
海
鄭
玄
、
皆
其
徒
也
。
善
鼓
琴
、
好
吹
笛
、
達
生
任
性
、
不
拘
儒
者
之
節
、
居

宇
器
服
、
多
存
侈
飾
、
常
坐
高
堂
施 

紗
、
帳
前
授
生
徒
、
後
列
女
楽
、
弟
子
以
次
相
傳
、

鮮
有
入
其
室
者
」
と
あ
る
。

W　

魏
徴
『
隋
書
』
経
籍
志
（
中
華
書
局
点
校
本
）

X　

姚
思 

『
梁
書
』
徐 

伝
（
中
華
書
局
点
校
本
）

Y　

范 

『
後
漢
書
』
章
帝
紀
（
中
華
書
局
点
校
本
）

附
記　

本
稿
は
二
〇
〇
四
年
八
月
復
旦
大
学
で
行
わ
れ
た
中
国
中
世
文
学
国
際
研
討
会
に

お
け
る
口
頭
発
表
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
一
三
）

─ ２９２ ─



斉梁艶詩の思想淵源をめぐって

（
一
四
）

Thinking about Yanshi in QiLiang Period

　　
　

 

HU,　Zhiang

　

─ ２９１ ─
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